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　平成 16 年 11 月 1日、日立市と十王町が合併して現在の日立市が誕生し、このたび合併 20 周年を迎えました。　平成 16 年 11 月 1日、日立市と十王町が合併して現在の日立市が誕生し、このたび合併 20 周年を迎えました。
　日立市と十王町は、合併前から県北広域市町村圏の一員として、さまざまな面で深いつながりがありましたが、合　日立市と十王町は、合併前から県北広域市町村圏の一員として、さまざまな面で深いつながりがありましたが、合
併によって両市町が一体となり、お互いが持つ豊かな地域資源をいかしながら、より魅力的で暮らしやすいまちづく併によって両市町が一体となり、お互いが持つ豊かな地域資源をいかしながら、より魅力的で暮らしやすいまちづく
りを推進してきました。りを推進してきました。
　20 周年という節目を迎えるに当たり、これまでの歩みを振り返り、その成果を土台として、今後も末永く続くま　20 周年という節目を迎えるに当たり、これまでの歩みを振り返り、その成果を土台として、今後も末永く続くま
ちづくりにつなげていきます。ちづくりにつなげていきます。

問合せ問合せ　政策企画課　　政策企画課　☎ 内線 349☎ 内線 349

　

日
立
市
と
十
王
町
の
合
併
か

ら
20
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し

た
。
私
ど
も
市
議
会
は
、
合
併

以
来
、
市
民
の
皆
様
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
意
見
を
市
政
に
適
切

に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
両
地
域

の
均
衡
あ
る
発
展
と
、
市
民
生

活
向
上
の
た
め
の
施
策
の
充
実

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　

こ
の
20
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
大
規
模
な
自
然
災
害
や
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
な
ど

大
変
な
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
一
つ
一

つ
丁
寧
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
着

実
に
発
展
を
続
け
て
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
市
民
の
皆

様
、
関
係
機
関
の
皆
様
の
温
か
い

ご
理
解
と
ご
支
援
の
賜
物
と
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
社
会
の

進
行
、頻
発
す
る
自
然
災
害
な
ど
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
本

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市

民
の
皆
様
誰
も
が
幸
せ
を
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
、
よ
り
一
層
議
論
を
深
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

日
立
市
と
十
王
町
が
合
併
し
、

20
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
記

念
す
べ
き
節
目
の
年
を
、
多
く
の

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
こ
と
に
、
深
い
喜

び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
東
日
本
大
震
災
や
線

状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨
な
ど
大
き

な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
コ

ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
た
生
活
様
式

の
変
化
や
気
候
変
動
対
策
と
し
て

の
脱
炭
素
化
へ
の
流
れ
な
ど
、
世

の
中
が
大
き
く
様
変
わ
り
す
る
よ

う
な
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

市
民
の
皆
様
と
の
協
働
の
も
と
困

難
に
対
処
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
育
ん
で
き
た
歴
史
や
文
化

を
尊
重
し
な
が
ら
、
一
体
感
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
こ
れ
ま
で

の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
改
め
て
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
ひ
た
ち
ら
し
さ
を
際

立
た
せ
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
で

活
力
に
満
ち
た
、
誰
も
が
未
来
に

夢
や
希
望
を
抱
け
る
ま
ち
を
皆
様

と
と
も
に
創
り
上
げ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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Hitachi city and Juo town



平
成
17
年
▪
十
王
駅
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
８
月
）
写
真

平
成
18
年

▪
多
賀
市
民
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン
（
４
月
）

▪�

十
王
支
所
に
県
北
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

（
８
月
）
写
真

平
成
19
年
▪�

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
2
0
0
7
開
催
【
タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
卓
球
】（
11
月
）

平
成
20
年
▪�

消
防
拠
点
施
設
が
神
峰
町
に
オ
ー
プ
ン
（
１
月
）

▪�

十
王
交
流
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
（
４
月
）

平
成
21
年

▪�

た
か
は
ら
自
然
体
験
交
流
施
設
が
オ
ー
プ
ン
（
７
月
）

写
真

▪�

日
立
風
流
物
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

　
（
９
月
）
写
真

平
成
22
年
▪�

第
17
回
全
国
鵜
飼
サ
ミ
ッ
ト
日
立
大
会
開
催
（
４
月
）

平
成
23
年

▪
東
日
本
大
震
災
発
生
写
真

　

�

３
月
11
日
㈮
の
午
後
２
時
46
分
、
東
北
・
三
陸
沖
を
震

源
と
す
る
国
内
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

9
.
0
の
極
め
て
強
い
地
震
が
発
生
（
日
立
市
は
震
度

６
強
）

▪�

日
立
駅
自
由
通
路
及
び
橋
上
駅
舎
が
オ
ー
プ
ン

　
（
４
月
）
写
真

平
成
24
年

▪�

常
陸
多
賀
駅
前
広
場
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
６
月
）

▪�

日
立
駅
情
報
交
流
プ
ラ
ザ「
ぷ
ら
っ
と
ひ
た
ち
」が
オ
ー

プ
ン
（
９
月
）

平
成
25
年

▪�

ひ
た
ち
B
R
T
（
新
交
通
）
が
、
お
さ
か
な
セ
ン
タ
ー

～
大
甕
駅
前
区
間
で
運
行
開
始
（
３
月
）

▪�

山
側
道
路
（
石
名
坂
～
多
賀
間
）
が
全
線
開
通
（
３
月
）

▪�

南
部
図
書
館
が
久
慈
町
に
オ
ー
プ
ン
（
４
月
）

平
成
26
年

▪�

道
の
駅
「
日
立
お
さ
か
な
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン

　
（
９
月
）

▪�

日
立
市
・
十
王
町
合
併
10
周
年
（
11
月
）
写
真
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平
成
27
年
▪�

子
育
て
支
援
施
設
「
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
が
西
成
沢
町

に
オ
ー
プ
ン
（
12
月
）

平
成
28
年

▪
東
京
ガ
ス
㈱
日
立
L
N
G
基
地
が
運
転
開
始
（
３
月
）

▪�

多
賀
消
防
署
新
庁
舎
が
オ
ー
プ
ン
（
９
月
）

▪�

K
E
N
P
O
K
U 

A
R
T 

2
0
1
6 

茨
城
県
北
芸

術
祭
開
催
（
９
月
～
11
月
）
写
真

平
成
29
年

▪�

市
民
運
動
公
園
総
合
体
育
館
「
池
の
川
さ
く
ら
ア
リ
ー

ナ
」
が
オ
ー
プ
ン
（
１
月
）
写
真

▪�

日
立
市
役
所
新
庁
舎
が
オ
ー
プ
ン
（
７
月
）
写
真

▪�

医
療
福
祉
費
支
給
制
度
（
マ
ル
福
）
の
小
児
の
対
象
を

高
校
生
相
当
ま
で
拡
大
（
10
月
）

平
成
30
年

▪�

長
者
山
官
衙
遺
跡
及
び
常
陸
国
海
道
跡
が
国
史
跡
に
指

定
（
10
月
）
写
真

▪�

大
甕
駅
新
駅
舎
及
び
東
西
自
由
通
路
が
オ
ー
プ
ン（
12
月
）

令
和
元
年

▪�

北
部
学
校
給
食
共
同
調
理
場
が
オ
ー
プ
ン
（
４
月
）

▪�

障
害
者
福
祉
施
設
「
鳩
が
丘
さ
く
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

が
オ
ー
プ
ン
（
４
月
）

▪�

ひ
た
ち
B
R
T
第
Ⅱ
期
区
間
（
大
甕
駅
西
口
～
常
陸
多

賀
駅
区
間
）
が
運
行
開
始
（
４
月
）

▪�

映
画
「
あ
る
町
の
高
い
煙
突
」
が
公
開
（
６
月
）
写
真

▪�

日
立
市
市
制
施
行
80
周
年
（
９
月
）

▪�

第
74
回
国
民
体
育
大
会
「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
」

開
催
【
体
操
、
卓
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
軟
式
野

球
】（
９
月
～
10
月
）
写
真

▪�

天
皇
皇
后
両
陛
下
行
幸
啓
（
９
月
）
写
真

▪�

日
立
市
屋
内
型
子
ど
も
の
遊
び
場「
H
i
タ
ッ
チ
ら
ん
ど・

ハ
レ
ニ
コ
！
」
が
幸
町
に
オ
ー
プ
ン
（
10
月
）　
写
真

▪�

国
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
合
わ
せ
て
、
０
歳

か
ら
２
歳
児
の
第
２
子
保
育
料
を
無
償
化
（
10
月
）

令
和
２
年

▪�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
設
置

　
（
２
月
）

▪�

大
規
模
商
業
施
設
「SEA M

ARK SQUARE

」
が
東

滑
川
町
に
オ
ー
プ
ン
（
３
月
）

▪�

南
部
消
防
署
が
オ
ー
プ
ン
（
４
月
）

▪�

新
中
学
１
年
生
へ
の
ス
ク
ー
ル
カ
バ
ン
贈
呈
を
開
始　

（
４
月
）
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両
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下
行
幸
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日
立
市
屋
内
型
子
ど
も
の
遊
び
場「
H
i
タ
ッ
チ
ら
ん
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ハ
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ニ
コ
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」
が
幸
町
に
オ
ー
プ
ン
（
10
月
）　
写
真

▪�

国
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
合
わ
せ
て
、
０
歳

か
ら
２
歳
児
の
第
２
子
保
育
料
を
無
償
化
（
10
月
）

令
和
２
年

▪�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
設
置

　
（
２
月
）

▪�

大
規
模
商
業
施
設
「SEA M
ARK SQUARE

」
が
東

滑
川
町
に
オ
ー
プ
ン
（
３
月
）

▪�

南
部
消
防
署
が
オ
ー
プ
ン
（
４
月
）

▪�

新
中
学
１
年
生
へ
の
ス
ク
ー
ル
カ
バ
ン
贈
呈
を
開
始　

（
４
月
）

令
和
３
年

▪�

日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
科
学
館
「
サ
ク
リ
エ
」
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
（
４
月
）
写
真

▪�

日
立
総
合
病
院
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
が
12

年
ぶ
り
に
再
開
（
４
月
）
写
真

▪�

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
（
日
立
市

役
所
～
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
新
都
市
広
場
）（
７
月
）

写
真

▪�

市
報
の
全
戸
配
布
を
開
始
（
10
月
）

▪�

町
内
会
な
ど
が
管
理
す
る
防
犯
灯
を
市
へ
移
管（
10
月
）

令
和
４
年

▪�

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
日
立
店
閉
店
（
１
月
）

▪�

県
道
日
立
い
わ
き
線
（
砂
沢
バ
イ
パ
ス
）
が
全
線
開
通

（
３
月
）

▪�

県
道
十
王
里
見
線（
十
王
北
通
り
線
）が
全
線
開
通（
３

月
）
写
真

令
和
５
年

▪�

小
中
学
生
の
学
校
給
食
費
を
完
全
無
償
化
（
４
月
）

▪�

日
立
駅
前
大
型
商
業
施
設
「
ヒ
タ
チ
エ
」
が
オ
ー
プ
ン

（
４
月
）
写
真

▪�

日
立
駅
前
出
張
所「
幸
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」が
オ
ー
プ
ン（
５
月
）

▪�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
萬
春
園
」
の
新
施
設
が
オ
ー

プ
ン
（
５
月
）
写
真

▪�

県
道
日
立
常
陸
太
田
線
（
鮎
川
停
車
場
線
）
が
全
線
開

通
（
５
月
）

▪�

市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
全
店
に
A
E
D
を
設
置

（
８
月
）

▪�

明
秀
学
園
日
立
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
が
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
優
勝
（
８
月
）

▪�

台
風
13
号
に
伴
う
線
状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨
災
害
発
生

（
９
月
）
写
真

　

�

線
状
降
水
帯
の
発
生
に
よ
り
、
1
時
間
最
大
降
水
量

97
.
0
ミ
リ
、
日
最
大
降
水
量
2
6
8
.
0
ミ
リ
と
い

う
本
市
観
測
史
上
最
大
の
降
水
量
を
記
録

▪�

国
民
宿
舎
鵜
の
岬
が
35
年
連
続
で
国
民
宿
舎
の
宿
泊
利

用
率
全
国
１
位
を
達
成  

写
真

令
和
６
年

▪�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
貨
ア
プ
リ
「
ま
ち
の
コ
イ
ン
」
の
運

用
を
開
始
（
４
月
）
写
真

▪�

日
立
市
L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
運
用
を
開
始
（
６
月
）

▪�

北
部
消
防
署
新
庁
舎
建
設
着
手
（
７
月
）

▪�

日
立
市
・
十
王
町
合
併
20
周
年
（
11
月
）
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